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古道　高野街道　和歌山市山
さん

東
どう

地区の大河内から礫
つぶて

峠を越えた高野街道は孟
もう

子
こ

不動を通り、加
か

伊
い

多
た

橋で貴志川を渡り、海南市七
なな

山
やま

のため池（大池・小池・新池 ）に沿って紀美野町長
なが

谷
たに

に伸びています　　　 　①②　孟子の山中　／　③④⑤　七山の丘陵地帯
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今
回
は
先
ず
和
歌
山
市
東
部
の
山
東
盆
地
か

ら
、
和
田
川
沿
い
に
源
流
部
の
峠
ま
で
上
り
詰

め
る
龍
神
街
道
・
高
野
街
道
・
山
東
街
道
を
紹

介
し
、
後
半
は
同
地
域
を
走
る
山
東
軽
便
鉄
道

（
現
在
の
わ
か
や
ま
電
鉄
貴
志
川
線
）を
取
り
上

げ
ま
す
。

山
東
盆
地
か
ら
貴
志
川
の
谷
へ

和
田
川

　

和
田
川
は
和
歌
山
市
黒
岩
地
区
の
馬
路
峠
付

近
を
源
流
と
し
て
、
山
東
盆
地
で
多
く
の
支
流

を
集
め
て
西
進
し
、
JR
紀
三
井
寺
駅
近
く
の
三

葛
地
区
で
和
歌
川
に
合
流
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
市
街
地
か
ら
伊
太
祈
曽
ま
で
は
龍
神

街
道
が
通
り
、
こ
こ
か
ら
高
野
街
道
と
山
東
街

道
が
分
岐
し
ま
す
。
山
東
盆
地
の
中
心
地
伊
太

祈
曽
は
和
歌
川
合
流
点
か
ら
約
8
㎞
上
流
に
位

置
し
て
い
ま
す
が
標
高
は
11
m
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

和
田
川
は
山
東
盆
地
や
そ
の
下
流
側
で
は
ほ
と

ん
ど
勾
配
の
な
い
平
坦
な
土
地
を
流
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

龍
神
街
道
は
伊
太
祈
曽
か
ら
和
田
川
本
流

に
沿
っ
て
南
畑
・
黒
岩
を
通
り
馬
路
峠
（
標
高

103
m
）を
越
え
、
高
野
街
道
は
支
流
大
河
内
川

か
ら
礫
峠
（
143
m
）を
越
え
、
山
東
街
道
は
支

流
永
山
川
沿
い
に
大
池
池
畔
（
58
m
）か
ら
和

田
川
水
系
を
抜
け
貴
志
川
水
系
に
入
り
ま
す
。

地
図
1
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
3
街
道
と

も
、
最
後
に
は
そ
れ
な
り
に
き
つ
い
峠
越
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。

龍
神
街
道

　

龍
神
街
道
は
近
世
以
来
の
幹
線
道
路
と
し
て
、

明
治
政
府
の
明
治
6
年
河
港
道
路
修
築
規
則
に

基
づ
く
2
等
道
路
と
な
り
、
明
治
13
年
11
月
に

は
本
県
最
初
の
体
系
的
土
木
規
定
で
あ
る
和
歌

山
県
土
工
条
規
で
大
和
街
道
・
熊
野
街
道
な
ど

と
と
も
に
県
費
支
弁
の
8
街
道
の
ひ
と
つ
と
な

り
ま
し
た
。

　

県
道
龍
神
街
道
は
京
橋
里
程
元
標
を
起
点
に

和
歌
川
に
架
か
る
大
橋
で
和
歌
山
市
街
地
を

抜
け
、
日
前
宮
・
伊
太
祈
曽
神
社
を
経
て
和
田

川
源
流
部
の
黒
岩
村
か
ら
標
高
134
m
の
小
池
峠

（
明
治
21
年
8
月
29
日
県
告
示
第
73
号
に
よ
り

馬
路
峠
越
え
に
路
線
変
更
）を
越
え
貴
志
川
流

域
に
達
し
、
こ
こ
か
ら
遠
井
辻
峠
・
城
ヶ
森
越

え
で
遠
く
龍
神
村
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

龍
神
街
道
の
う
ち
特
に
峻
険
な
城
ヶ
森
越
え

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
廃
道
状
態
に

な
っ
て
い
た
こ
と
は
本
誌
で
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
和
歌
山
市
か
ら
野
上
谷

を
経
て
有
田
郡
の
八
幡
村
へ
通
じ
る
最
短
ル
―

ト
で
あ
り
、
ま
た
途
中
、
上
熊
野
街
道
・
山
東

越
貴
志
往
来
・
日
方
街
道
・
保
田
街
道
に
接
続
・

交
差
す
る
四
通
八
達
の
幹
線
道
路
で
し
た
。

古
道　

高
野
街
道

加
伊
多
橋

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』那
賀
郡
野
上
荘
孟
子
村
の

「
加
伊
多
橋
」の
説
明
中
に
「
村
の
東
の
端
に
あ

り
。
野
上
川
に
架
し
て
南
の
方
原
野
村
へ
越
ゆ

る
細
き
板
橋
な
り
。
加
伊
多
の
名
詳
な
ら
ず
。

も
し
く
は
仮
板
橋
の
約
語
か
。
山
東
ノ
荘
大
河

内
村
よ
り
不
動
坂
通
り
原
野
七
山
に
至
り
高
野

へ
の
街
道
な
り
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』那
賀
郡
野
上
荘
と
同
郡
細

野
荘
の
記
述
と
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
の

1/5
万
地
形
図
『
粉
河
』（
明
治
43
年
測
図
・
大
正

6
年
製
版
）・『
動と
ど
ろ

木き

』（
明
治
44
年
測
図
・
大
正

5
年
製
版
）を
も
と
に
、
近
世
の
高
野
街
道
の

路
線
を
推
定
す
る
と
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
以

下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

和
歌
山
の
街
道
７

　
 

和
田
川
源
流
の
峠
道
と
山
東
軽
便
鉄
道

①龍神街道 小池の道標

地図 1    明治末期の山東盆地と貴志川渓谷

（1） 大日本帝国陸地測量部の作成による 1/5 万地形図「粉河」（明治 43 年測図・大正 6 年製版）の一部を転載
（2） 本記事関係箇所や龍神街道等の路線についてはマーキング等、カラーにより加筆
（3） ○は写真撮影地点、○は表紙写真
（4） 道路名 :①県道「龍神街道」、②里道（近世期の）高野街道、③県費補助里道「山東越貴志往来」
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（
起
点
は
不
明
）―
東
山
東
村
大
河
内
―
礫
峠

―
孟
子
不
動（
標
高
100
m
）―
加
伊
多
橋（
50
m
）

―
北
野
上
村
七
山
―
東
野
上
村
長な
が

谷た
に

―
鳥
居

峠（
235
m
）―
釜
滝
薬
師（
190
m
）―
県
費
補
助
里

道
志
賀
越
高
野
往
来
と
重
複
〔
志
賀
野
村
西
野

（
95
m
）―
細
野
村
円
明
寺
（
150
m
）〕―
勝
谷
峠

（
640
m
）―
長は

谷せ

毛け

原ば
ら

村
長
谷
宮（
320
m
）で
県
費

補
助
里
道
花
坂
越
高
野
往
来
に
合
流
し
て
い
ま

す
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る
も
の
の
、
山
東
盆

地
か
ら
長
谷
宮
ま
で
は
ほ
ぼ
直
線
的
な
道
で
、

こ
れ
ま
で
の
街
道
シ
リ
―
ズ
で
何
度
も
記
し
て

き
た
よ
う
な
古
道
ル
―
ト
の
典
型
で
す
。

　

龍
神
街
道
か
ら
の
分
岐
点
と
な
る
高
野
街
道

の
起
点
に
つ
い
て
は
、
伊
太
祈
曽
か
ら
医
王
寺

の
間
と
思
わ
れ
ま
す
が
続
風
土
記
名
草
郡
山
東

荘
で
は
高
野
街
道
の
記
述
は
な
く
、
明
治
末
期

の
1/5
万
地
形
図
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

孟
子
不
動
か
ら
釜
滝
薬
師

　

近
世
期
、
和
歌
山
城
下
か
ら
高
野
山
に
参
詣

す
る
メ
イ
ン
ル
―
ト
は
、
粉
河
ま
で
は
大
和
街

道
を
利
用
し
、
東
野
の
高
野
辻
で
わ
か
れ
、
紀

ノ
川
を
渡
航
し
麻
生
津
か
ら
麻
生
津
峠
に
登
る

い
わ
ゆ
る
西
高
野
街
道
で
、
明
治
に
な
っ
て
も

笠
田
・
橋
本
ル
―
ト
と
と
も
に
3
本
あ
る
県
道

高
野
街
道
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
と
は
い
え
、
高

野
山
だ
け
に
用
事
が
あ
る
場
合
、
紀
ノ
川
を
2

度
も
渡
し
船
で
渡
る
こ
と
に
な
る
西
高
野
街
道

ル
―
ト
は
効
率
が
悪
く
、
山
東
ル
―
ト
は
沿
線

に
孟
子
不
動
・
釜
滝
薬
師
の
よ
う
な
古
刹
も
あ

る
便
利
な
近
道
と
し
て
大
い
に
利
用
価
値
が
あ

り
ま
し
た
。

　

近
代
に
な
っ
て
山
東
ル
―
ト
の
高
野
街
道
は

沿
線
の
人
家
の
少
な
さ
と
、
峠
越
え
の
多
さ
な

ど
の
た
め
県
道
・
県
費
補
助
里
道
と
い
っ
た
公

的
な
資
格
は
与
え
ら
れ
ず
、
県
や
市
町
村
の
道

路
政
策
か

ら
全
く
見

放
さ
れ
た

存
在
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で

も
戦
後
の

車
社
会
の

到
来
ま
で

は
、
山
東

盆
地
か
ら

孟
子
不

動
・
釜
滝

薬
師
へ
の

最
短
ル
―

ト
と
し
て

よ
く
利
用

さ
れ
て
い

た
よ
う
で

す
。
現
在

は
海
南
市

域
と
な
る
七
山
地
区
に
は
今
で
も
1
月
8
日

の
初
薬
師
の
ポ
ス
タ
―
が
張
ら
れ
、
古
老
も

「
若
い
頃
は
長
谷
に
抜
け
る
こ
の
近
道
を
通
っ

て
釜
滝
薬
師
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
」と
語
っ
て

い
ま
す
。

山
東
街
道

大
池
越
え

　

龍
神
街
道
と
高
野
街
道
は
天
保
9
年

（
1
8
3
8
）、
天
保
10
年
に
相
次
い
で
完
成
し

た『
紀
伊
国
名
所
図
会
』『
紀
伊
続
風
土
記
』に
頻

繁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
期
に
は

名
の
通
っ
た
街
道
で
し
た
。

　

明
治
以
降
、
龍
神
街
道
・
高
野
街
道
に
取
っ

て
代
わ
っ
て
こ
の
地
域
の
幹
線
道
路
に
な
っ
て

い
く
の
は
現
在
の
主
要
県
道
和
歌
山
橋
本
線
の

前
身
と
な
る
山
東
街
道
で
す
。
県
費
補
助
里
道

制
度
が
始
ま
っ
た
明
治
16
年
7
月
か
ら
の
補
助

里
道
22
路
線
の
ひ
と
つ
で
当
初
は
貴
志
往
来
、

明
治
19
年
2
月
か
ら
山
東
越
貴
志
往
来
と
な
り

ま
し
た
。

　

明
治
16
年
度
に
県
費
補
助
里
道
に
な
る
ま
で

の
経
緯
は
不
明
で
す
が
、
和
田
川
源
流
部
の
峠

で
は
大
池
越
え
の
標
高
が
最
も
低
い
た
め
、
古

道
は
通
じ
て
い
た
は
ず
で
す
。
近
世
期
に
は
主

要
な
街
道
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と

つ
は
、
貴
志
川
下
流
域
か
ら
の
米
や
農
産
物
の

和
歌
山
城
下
へ
の
輸
送
は
、も
っ
ぱ
ら
貴
志
川
・

紀
ノ
川
の
水
運
が
担
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

山
東
越
貴
志
往
来
は
伊
太
祈
曽
で
龍
神
街
道

か
ら
分
岐
し
、
和
田
川
支
流
永
山
川
に
沿
っ
て

大
池
越
え
で
西
貴
志
村
長
山
に
抜
け
、
中
貴
志

村
前
田
で
県
道
船
戸
街
道
と
重
な
り
、
丸
栖
村

で
船
戸
街
道
か
ら
分
岐
し
貴
志
川
を
渡
り
調
月

村
で
貴
志
谷
越
大
坂
往
来
に
合
流
し
て
い
ま
す
。

　

山
東
越
貴
志
往
来
と
貴
志
谷
越
大
坂
往
来
の

う
ち
調
月
村
―
田
中
村
打
田
が
合
わ
さ
り
、
明

治
45
年
に
県
費
支
弁
里
道
山
東
街
道
（
4
里
1

町
）と
な
り
ま
し
た
。

　

山
東
街
道
は
、
明
治
45
年
6
月
の
和
歌
山
県

道
路
規
則
で
県
費
補
助
里
道
か
ら
県
費
支
弁
里

道
に
昇
格
し
た
数
少
な
い
路
線
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
ま
で
本
誌
の「
和
歌
山
の
街
道
」シ
リ
―
ズ

で
紹
介
し
て
き
た
和
泉
街
道
（
旧
大
木
越
大
坂

往
来
）・
龍
神
街
道（
旧
瀧
通
南
部
往
来
）・
御
坊

街
道
（
旧
梅
津
呂
越
龍
神
往
来
）・
秋
津
川
街
道

（
旧
虎
ヶ
峰
越
龍
神
往
来
）な
ど
と
同
じ
よ
う
に

明
治
以
降
に
存
在
感
を
高
め
て
き
た
路
線
で
す
。

　

大
正
9
年
4
月
道
路
法
施
行
に
伴
い
山
東
街

②加伊多橋

③孟子不動への参道

④孟子不動⑤釜滝薬師
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道
は
県
道
西
山
東
粉
河
線
と
な
り
ま
し
た
。
延

長
さ
れ
た
形
の
打
田
―
粉
河
は
旧
大
和
街
道
で

あ
る
和
歌
山
奈
良
線
と
の
重
複
区
間
で
す
。

大
改
修

　

道
路
橋
梁
費
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
大
正
4

年
度
以
降
は『
和
歌
山
県
統
計
書
』に
よ
り
路
線

ご
と
に
確
認
で
き
ま
す
。
大
正
4
年
度
か
ら
大

正
8
年
度
ま
で
の
山
東
街
道
時
代
は
千
円
未
満

の
道
路
維
持
費
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
道
路
法

施
行
後
の
大
正
9
年
度
以
降
は
大
幅
に
増
加

し
、
通
年
ベ
―
ス
で
は
約
5
千
円
と
な
り
ま

す
。
特
に
目
立
つ
の
は
、
昭
和
2
年
度
か
ら
4

年
度
ま
で
の
3
年
間
で
道
路
費
決
算
額
は
そ

れ
ぞ
れ
2
万
5
1
2
8
円
、
6
万
3
2
7
6
円
、

2
万
3
7
4
8
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
改

修
工
事
だ
っ
た
の
か
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

西
山
東
粉
河
線
は
永
山
か
ら
大
池
ま
で
の
急
峻

な
永
山
川
渓
谷
を
の
ぞ
い
て
は
お
お
む
ね
平
坦

な
路
線
で
す
。
巨
額
の
改
修
費
を
要
し
た
区
間

と
し
て
は
永
山
谷
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昭
和
期
の
大
規
模
な
道
路
改
修

は
、
道
路
法
施
行
以
前
の
明
治
・
大
正
期
の
よ

う
な
荷
車
・
牛
車
用
の
車
道
で
は
な
く
、
自
動

車
が
通
れ
る
車
道
へ
の
改
修
工
事
で
す
。

　

わ
か
や
ま
電
鉄
貴
志
川
線
に
沿
っ
て
永
山
谷

を
登
り
、
大
池
の
右
岸
を
曲
が
り
く
ね
っ
て
通

る
旧
道
の
整
備
は
、
昭
和
5
年
の
山
東
軽
便
鉄

道
延
長
工
事（
伊
太
祈
曽
―
貴
志
）に
先
立
つ
こ

の
時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
永

山
谷
に
自
動
車
が
通
れ
る
道
が
つ
け
ば
、
軽
便

鉄
道
延
長
工
事
に
伴
う
大
量
の
資
材
搬
送
も
ず

い
ぶ
ん
と
楽
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

不
思
議
な
大
池
遊
園

　

桜
の
名
所
で
も
あ
る
大
池
遊
園
に
遊
び
に

行
っ
た
時
、
こ
の
池
は
ど
っ
ち
向
き
に
流
れ

て
い
る
の
か
気
が
つ
く
人
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
普
通
に
記
し
て
き
た
よ
う

に
山
東
方
面
に
流
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
は
不
思
議
な
事
な
の
で
す
。
谷
の
構
造
や

堆
積
物
か
ら
判
断
し
て
本
来
大
池
は
貴
志
川

の
支
流
で
あ
る
丸
田
川
の
源
流
の
は
ず
な
の

で
す
。
長
い
年
月
を
か
け
永
山
川
が
谷
頭
侵

食
を
進
め
、
と
う
と
う
大
池
付
近
で
丸
田
川

源
流
部
を
奪
っ
た
も
の
で
地
形
学
に
い
う
河

川
争
奪
で
す
。
大
規
模
な
河
川
争
奪
と
し
て

は
海
南
市
野
上
中
付
近
の
古
貴
志
川
に
よ
る

古
野
上
川
の
河
川
争
奪
が
あ
り
ま
す
。

　

永
山
川
は
大
池
付
近
で
丸
田
川
上
流
部
を

奪
っ
た
結
果
、
鶏
冠
山（
167m
）の
南
の
大
谷
峠

付
近
か
ら
北
東
方
向
に
流
れ
出
す
か
っ
こ
う
に

な
り
、
大
池
で

  90°
以
上
向
き
を
変
え
鶏
冠
山
か

ら
北
に
延
び
る
稜
線
を
断
ち
切
る
よ
う
に
深
く

侵
食
し
、
山
東
盆
地
中
央
を
西
流
し
、
伊
太
祈

曽
駅
と
吉
礼
駅
の
中
間
付
近
と
な
る
山
東
盆
地

の
西
端
で
和
田
川
本
流
に
合
流
し
て
い
ま
す
。

山
東
軽
便
鉄
道
の
創
設

　

大
正
期
に
入
っ
て
山
東
盆
地
の
交
通
機
関
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の

は
大
正
5
年
2
月
15
日
に
営
業
が
開
始
さ
れ
た

山
東
軽
便
鉄
道
で
す
。
当
時
の
和
歌
山
市
東
端

の
大
橋
駅
か
ら
山
東
駅（
現
伊
太
祈
曽
駅
）に
い

た
る
約
8.1
㎞
の
路
線
で
す
。

院
線
和
歌
山
停
車
場
か
ら
伊
太
祈
曽
ま
で

　

大
正
元
年
12
月
27
日
付
け
で
山
東
軽
便
鉄
道

株
式
会
社
創
立
発
起
人
総
代
垣
内
太
郎
よ
り
出

さ
れ
た
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
に
は
「
海

草
郡
中
ノ
島
村
院
線
和
歌
山
停
車
場
よ
り
同
郡

西
山
東
村
伊
太
祈
曽
に
至
る
・・・
日
前
、
竃
山
、

伊
太
祈
曽
の
三
大
社
の
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず

地
方
物
産
の
増
殖
、
産
業
の
発
展
に
資
す
る
事

多
大
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
2
年
4
月
1
日
付
で
敷
設
免
許
を
取
得

し
、
大
正
3
年
6
月
27
日
に
山
東
軽
便
鉄
道
株

式
会
社
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
資
本
金
は
20
万

円
で
取
締
役
社
長
は
発
起
人
総
代
の
垣
内
太
郎

で
す
。

　

大
正
4
年
4
月
5
日
工
事
着
手
届
け
を
提
出

し
、
大
正
5
年
2
月
9
日
に
完
工
し
ま
し
た
。

も
の
す
ご
く
工
事
が
早
か
っ
た
の
は
、
も
っ
ぱ

ら
平
野
部
だ
け
を
通
り
、
人
家
が
立
ち
退
く
必

要
の
な
い
路
線
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
紀
ノ

川
鉄
橋（
加
太
軽
便
）や
野
上
鉄
橋（
野
上
軽
便
）

の
よ
う
な
大
き
な
橋
を
架
け
ず
に
済
ん
だ
た
め

で
す
。

　

山
東
軽
便
と
ほ
ぼ
同
じ
営
業
距
離
を
も
つ

加
太
軽
便
・
野
上
軽
便
の
乗
客
数
と
貨
物
を

含
め
た
運
賃
収
入
を
『
和
歌
山
県
統
計
書
』

大
正
12
年
版
で
比
較
す
る
と
、
山
東
軽
便

（
42
万
7
7
6
2
人
、
6
万
50
円
）・
加
太
軽
便

（
114
万
6
4
6
7
人
、
15
万
2
4
2
円
）・
野
上

軽
便（
51
万
5
2
7
6
人
、
7
万
9
9
6
2
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
業
後
の
山
東
軽
便
は
加
太
軽
便
や
野
上
軽

便
ほ
ど
に
は
営
業
成
績
は
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
初
期
投
資
の
少
な
さ
が
体
力
を
温
存
で

き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

山
東
軽
便
は
大
正
6
年
3
月
16
日
に
は
大
橋

駅
―
畑
屋
敷
駅
―
中
ノ
島
駅（
1.7
㎞
）に
路
線
を

延
長
し
、
敷
設
申
請
の
と
お
り
中
ノ
島
駅
で
国

鉄
和
歌
山
線
和
歌
山
駅（
現
紀
和
駅
）と
の
連
絡

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
乗
降
客
数
を
見
る
限
り
、
顕

著
な
国
鉄
連
絡
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
正
10
年
の
年
間
乗
客
数
で
は
、
大
橋
駅

⑥ハス池沿いの龍神街道

⑦大池



（
14
万
6
8
9
4
人
）、山
東
駅（
7
万
7
4
5
0

人
）、
秋
月
駅
（
6
万
5
8
5
0
人
）に
対
し
て

中
ノ
島
駅
は
わ
ず
か
1
万
8
3
7
2
人
で
山
東

軽
便
全
体（
44
万
4
0
5
0
人
）の
4.1
%
を
占
め

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
都
和
歌
山
市
へ

の
玄
関
口
で
あ
る
大
橋
駅
が
山
東
軽
便
全
乗
客

の
1/3
を
占
め
る
旗
艦
駅
で
し
た
。

初
代
社
長 

垣
内
太
郎

　

山
東
軽
便
鉄
道
の
初
代
社
長
と
な
っ
た
垣
内

太
郎
は
明
治
25
年（
1
8
9
2
）9
月
か
ら
明
治

44
年
9
月
ま
で
19
年
間
県
会
議
員
を
努
め
、
特

に
明
治
36
年
10
月
か
ら
は
参
事
会
員
、
明
治
40

年
10
月
か
ら
は
県
会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
4
年
間

努
め
る
な
ど
、
明
治
後
期
に
は
県
会
第
一
の
実

力
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
垣
内
は
こ
れ
ま
で

の
和
歌
山
の
街
道
シ
リ
―
ズ
で
も
た
び
た
び
登

場
し
て
き
た
よ
う
に
道
路
・
交
通
政
策
に
精
通

し
た
政
治
家
で
し
た
。
県
会
議
長
を
最
後
に
同

じ
海
草
郡
木
本
村
の
木
本
主
一
郎
（
1
8
7
5

～
1
9
3
9
）に
地
盤
を
譲
る
形
で
県
会
議
員

を
勇
退
し
、
そ
の
後
は
地
方
鉄
道
の
創
設
と
経

営
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

垣
内
太
郎
が
ま
ず
鉄
道
事
業
に
乗
り
出
し
た

の
は
地
元
木
本
村
を
通
る
加
太
軽
便
鉄
道
で
し

た
。
明
治
44
年
1
月
10
日
加
太
軽
便
鉄
道
株
式

会
社
が
創
立
さ
れ
、
筆
頭
の
発
起
人
で
あ
っ
た

垣
内
が
初
代
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

明
治
45
年
6
月
16
日
加
太
―
和
歌
山
口
（
紀
ノ

川
右
岸
）が
開
通
し
、
大
正
3
年
9
月
27
日
に

は
紀
ノ
川
鉄
橋（
現
河
西
橋
）に
よ
り
、
南
海
和

歌
山
市
駅
に
連
絡
を
果
た
し
ま
し
た
。
和
歌
山

市
駅
連
絡
効
果
は
極
め
て
大
き
く
、「
粉
河
街

道
」（
本
誌
第
24
号
『
紀
の
国
へ
の
い
ざ
な
い
』）

で
も
触
れ
た
よ
う
に
昭
和
初
期
の（
新
）和
歌
山

口
駅
の
乗
客
数
は
県
内
鉄
道
駅
の
第
３
位
に
つ

け
て
い
ま
す
。

　

垣
内
太
郎
は
53
歳
で
県
会
議
員
を
辞
め
た
あ

と
、
昭
和
3
年
9
月
27
日
70
歳
で
死
亡
す
る
ま

で
、
加
太
軽
便
鉄
道
と
山
東
軽
便

鉄
道
の
初
代
取
締
役
社
長
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
17
年
8
ヶ
月
間
・
14
年

3
ヶ
月
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
鉄

道
経
営
の
安
定
化
に
精
魂
を
傾
け

ま
し
た
。
特
に
厳
し
い
経
営
の
続

い
た
山
東
軽
便
鉄
道
に
よ
う
や
く

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
の
は

昭
和
5
年
6
月
阪
和
電
気
鉄
道
の

開
通
か
ら
で
、
垣
内
が
亡
く
な
っ

て
2
年
近
く
経
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
加
太
軽
便
鉄
道
は
昭
和

5
年
12
月
に
加
太
電
気
鉄
道
、
山

東
軽
便
鉄
道
は
昭
和
6
年
4
月
に

和
歌
山
鉄
道
と
社
名
を
変
え
て
い

る
た
め
、
垣
内
太
郎
は
両
社
が
軽

便
鉄
道
で
あ
っ
た
時
代
、
最
後
の

2
～
3
年
を
除
い
て
全
期
間
社
長

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鉄
道
の
時
代

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
の
東
和
歌
山
駅

　

大
正
13
年
2
月
28
日
の
国
鉄
紀

勢
西
線
の
開
業
に
伴
い
、
山
東
軽
便
は
紀
勢
線

と
の
交
差
を
避
け
る
た
め
秋
月
駅
―
大
橋
駅
―

中
ノ
島
駅
を
廃
線
し
、
現
在
の
よ
う
に
秋
月
駅

（
現
日
前
宮
駅
）か
ら
東
和
歌
山
駅
（
現
和
歌
山

駅
）に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
東
軽
便
は
乗
客
数
に
も
大
き
な
影
響
を

被
り
ま
し
た
。
紀
勢
西
線
開
業
前
後
の
大
正

12
年
と
大
正
14
年
の
山
東
軽
便
乗
客
数
は

42
万
7
7
6
2
人
か
ら
33
万
7
6
1
人
と

10
万
人
近
く
乗
客
を
減
ら
し
、
大
正
15
年
の

34
万
2
4
7
3
人
を
除
い
て
昭
和
4
年
ま
で
は

毎
年
33
万
人
台
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

大
正
13
年
6
月
10

日
に
は
大
橋
駅
の
か

わ
り
と
し
て
田
中
口
駅
設
置
が
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。
田
中
口
駅
で
は
大
橋
駅
の
代
役
は

務
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
4
年
の
乗

客
数
は
山
東
（
7
万
1
1
7
1
人
）、
田
中
口

（
6
万
2
9
0
8
人
）、
秋
月
（
5
万
2
2
8
1

人
）、
東
和
歌
山
（
4
万
5
2
5
8
人
）の
順
で

田
中
口
駅
が
山
東
軽
便
鉄
道
第
2
位
で
し
た
。

大
正
14
年
か
ら
昭
和
4
年
ま
で
上
位
4
駅
の
順

位
に
変
化
は
な
く
、
東
和
歌
山
駅
や
秋
月
駅
を

上
回
っ
た
こ
の
5
年
間
は
田
中
口
駅
の
最
盛
期

で
し
た
。

　

紀
勢
西
線
開
通
当
初
の
東
和
歌
山
駅
は
乗
降

客
の
少
な
い
地
味
な
駅
で
し
た
。
阪
和
電
気
鉄

道
計
画
で
大
正
15
年
7
月
8
日
に
終
点
を
和
歌

山
駅
か
ら
東
和
歌
山
駅
に
変
更
し
た
の
も
、
東
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⑧垣内太郎 (1858～1928)

⑩田中口駅 ⑨美園公園前を通る山東軽便の旧路線跡

地図２   大正11 年当時の宮村（現 JR 和歌山駅付近 ）
（1） 大日本帝国陸地測量部・参謀本部による 1/5 万地形図「和歌山」（明治 43 年測図・

大正 11 年修正測図・大正 15 年発行）の一部を 2 倍の面積に拡大して転載
（2） 本記事関係箇所をマーキング等、カラーにより加筆：①山東軽便鉄道、②国鉄紀勢

西線の予定路線、③紀勢西線東和歌山駅（現 JR 和歌山駅）予定地
（3） ○は写真撮影地点

①

⑨

⑩
①

②

②

③→
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和
歌
山
駅
が
人
家
の
な
い
田
ん
ぼ
の
真

ん
中
の
駅
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
用
地
買

収
費
が
安
く
、
民
家
の
立
ち
退
き
に
か

か
る
困
難
な
交
渉
や
賠
償
も
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。

竃
山
駅
か
ら
紀
三
井
寺
駅
ま
で
の
路
線
敷

設
申
請

　

紀
勢
西
線
で
え
ら
い
目
に
あ
っ
た
た

め
か
、
阪
和
電
気
鉄
道
が
終
点
を
東
和
歌

山
駅
に
決
定
し
て
も
、
山
東
軽
便
鉄
道

は
た
い
し
て
あ
り
が
た
が
る
風
で
な
く
、

昭
和
3
年
5
月
10
日
に
は
東
和
歌
山
駅

か
ら
和
歌
山
市
駅
へ
の
延
長
路
線
の
敷

設
免
許
を
得
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
す
。

　

和
歌
山
市
駅
や
和
歌
山
駅
周
辺
に
は

人
家
も
多
く
、
阪
和
電
鉄
も
用
地
買
収

の
困
難
さ
の
た
め
敬
遠
し
た
く
ら
い
で

す
。
県
都
和
歌
山
市
の
タ
―
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る

南
海
和
歌
山
市
駅
に
直
結
し
た
い
の
で
し
ょ
う

が
、
弱
小
の
軽
便
鉄
道
に
と
っ
て
は
経
費
的
に

も
路
線
的
に
も
ど
う
考
え
て
も
無
理
筋
で
す
。

鉄
道
省
が
こ
の
延
長
路
線
計
画
を
認
め
た
こ
と

自
体
ど
う
か
し
て
ま
す
。

　

山
東
軽
便
に
限
ら
ず
鉄
道
会
社
は
と
り
あ
え

ず
鉄
道
路
線
の
敷
設
権
利
を
獲
得
す
る
た
め
、

や
た
ら
と
鉄
道
大
臣
に
免
許
申
請
を
出
す
も
の

で
す
。
昭
和
4
年
1
月
19
日
に
も
、
竃
山
駅
か

ら
紀
勢
西
線
紀
三
井
寺
駅
へ
の
支
線
（
3.8
㎞
）

敷
設
願
い
も
申
請
し
て
い
ま
す
。
本
線
で
は
叶

わ
な
か
っ
た
竃
山
神
社
の
目
の
前
を
通
り
、
紀

三
井
寺
へ
出
る
便
利
な
路
線
で
し
た
が
、
関
連

づ
け
て
い
た
紀
ノ
川
左
岸
沿
い
の
河
南
電
気
鉄

道
が
失
効（
昭
和
5
年
5
月
31
日
）し
た
と
し
て
、

昭
和
6
年
6
月
15
日
付
け
で
「
三
田
村
紀
三
井

寺
村
間
鉄
道
敷
設
ノ
件
聴
届
ケ
難
シ
」と
却
下

さ
れ
ま
し
た
。

阪
和
電
気
鉄
道
の
開
通

　

大
正
8
年
11
月
28
日
に
南
海
鉄
道
と
ほ
ぼ
平

行
す
る
形
で
大
阪
市
と
和
歌
山
市
を
結
ぶ
阪
和

電
気
鉄
道
（
大
阪
市
南
区
木
津
大
黒
町
→
和
歌

山
市
屏
風
町
）の
敷
設
免
許
申
請
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
発
起
人
は
35
名
で
大
阪
財
界
有
力
者

や
大
阪
商
船
・
宇
治
川
電
気
・
京
阪
電
気
鉄
道

の
関
係
者
、
県
内
で
は
木
本
主
一
郎
・
森
田
庄

兵
衛
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
紀
勢
線
と
大
阪
市
を
結
ぶ
企
て

と
し
て
、
南
海
鉄
道
買
収
が
失
敗
に
終
わ
っ
た

政
府
に
と
っ
て
も
、
阪
和
鉄
道
計
画
は
渡
り
に

船
で
、
起
終
点
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大

正
12
年
7
月
10
日
付
け
で
鉄
道
敷
設
免
許
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
和
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
大
正
15
年
に
終

点
を
東
和
歌
山
駅
に
、
昭
和
2
年
3
月
19
日
に

は
起
点
を
国
鉄
天
王
寺
駅
に
変
更
し
ま
し
た
。

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
2
年
2
月
か
ら

最
も
難
工
事
区
間
と
な
る
雄
ノ
山
峠
越
え
か
ら

始
ま
り
、
昭
和
5
年
6
月
16
日
全
線
開
通
し
ま

し
た
。

　
『
和
歌
山
新
報
』昭
和
5
年
6
月
19
日
付
の
記

事「
阪
和
電
鉄
の
成
績
」で
は
、
全
通
初
日
16
日

の
乗
降
客
数
15
万
2
6
9
0
人
、
乗
客
賃
金

7
4
1
6
円
、
貨
物
運
賃
1
1
1
3
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
電
車
の
東
和
歌
山
駅
へ
の
延
長

　

阪
和
電
鉄
の
開
業
に
合
わ
せ
突
貫
工
事
を
し

て
い
た
市
内
電
車
新
町
線（
公
園
前
―
東
和
歌

山
駅 

1.6
㎞
）も
、試
運
転
直
後
の
営
業
許
可
と

い
う
県
当
局
異
例
の
対
応
も
あ
り
、昭
和
5
年

6
月
16
日
の
午
後
2
時
に
営
業
を
開
始
で
き
ま

し
た
。『
和
歌
山
日
日
新
聞
』昭
和
5
年
6
月

22
日
付
に
は
、市
電
新
町
線
の
乗
客
数
と
し
て
、

開
業
初
日
の
16
日
は
5
8
4
8
人
、翌
17
日
は

8
7
1
7
人
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、三
重
合
同
電
気（
株
）の
所
有
と
な
っ

て
い
た
市
内
電
車（
和
歌
山
市
駅
―
内
海（
紀
勢

西
線
日
方
町
駅
に
連
絡
）、和
歌
浦
口
―
新
和
歌

浦
）は
和
歌
山
市
な
ど
沿
線
の
住
民
に
と
っ
て

は
最
も
重
要
な
交
通
手
段
で
、乗
客
数
も
昭
和

2
年
以
降
年
間
1
千
万
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
5
年
に
は
東
和
歌
山
駅
へ
の
延
長
線

「
新
町
線
」に
よ
り
、
乗
客
数
は
さ
ら
に
百
万
人

増
え
1
1
3
0
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
昭
和
5
年
度
の
国
鉄
和
歌
山
線
（
和
歌
山

―
隅
田
）の
乗
客
数
は
342
万
人
、
印
南
ま
で
伸

び
て
い
た
国
鉄
紀
勢
西
線
で
も
乗
客
総
数
は

249
万
人
で
し
た
。

　

県
内
で
は
大
正
8
年
か
ら
本
格
的
に
乗
合
自

動
車
が
普
及
し
始
め
、
大
正
末
期
か
ら
急
速
に

自
動
車
台
数
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
昭
和
5
年

末
で
も
県
内
全
体
で
662
台
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん

マ
イ
カ
―
で
は
な
く
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
バ
ス
・

乗
合
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
と
い
っ
た
業
務
用
で

し
た
が
、
人
や
物
資
の
輸
送
機
関
と
し
て
は
鉄

道
・
市
電
の
補
助
的
な
役
割
に
止
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

第
2
の
タ
―
ミ
ナ
ル
駅

　
『
和
歌
山
県
統
計
書
』で
は
開
業
し
た
昭
和

5
年
の
阪
和
電
気
鉄
道
の
乗
降
客
数
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
6
年
の
阪
和
東
和

歌
山
駅
の
年
間
乗
客
数
で
は
77
万
340
人
あ
り
、

国
鉄
紀
勢
西
線
・
和
歌
山
線
の
各
駅
を
お
さ

え
、
私
鉄
も
含
め
た
県
内
全
鉄
道
駅
（
市
内
電

車
は
除
く
）で
も
南
海
和
歌
山
市
駅
（
昭
和
6

年 

170
万
7
6
2
5
人
）に
次
い
で
い
ま
す
。
明

治
36
年
の
開
設
以
来
右
肩
上
が
り
で
乗
客
数
を

伸
ば
し
て
き
た
南
海
和
歌
山
市
駅
は
昭
和
4
年

⑪大池遊園駅から大池と鶏冠山
平坦な台地にある大池遊園駅ですが、よく見ると駅舎付近を境に細流が反対
方向に流れ出しています。大池遊園は和田川水系と貴志川水系を分ける最も
低い峠（標高 58m）にある駅です。

⑫わかやま電鉄貴志川線と旧山東街道（和田川支流永山谷）
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（
214
万
1
4
5
1
人
）か
ら
40
万
人
以
上
も
減
少

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

郊
外
を
走
る
阪
和
電
気
鉄
道
は
ひ
た
す
ら
ス

ピ
―
ド
ア
ッ
プ
で
老
舗
の
南
海
電
鉄
に
対
抗
し
、

開
業
1
年
後
の
昭
和
6
年
7
月
に
は
天
王
寺
―

東
和
歌
山
を
48
分
で
結
ぶ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
急

を
走
ら
せ
、
難
波
―
和
歌
山
市
駅
60
分
の
南
海

特
急
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
当
時
の
和
歌
山
市
内

の
有
力
紙『
和
歌
山
新
報
』は
阪
和
電
鉄
を
、
ラ

イ
バ
ル
の『
和
歌
山
日
日
新
聞
』は
南
海
電
鉄
を

そ
れ
ぞ
れ
紙
面
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

阪
和
電
鉄
は
紀
勢
西
線
に
も
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
昭
和
4
年
度
の
乗
客
数
で

は
、
東
和
歌
山
駅
（
19
万
6
0
2
0
人
：
国
鉄

は
年
度
、
私
鉄
は
暦
年
）は
紀
勢
西
線
1
位
の

箕
島
駅（
35
万
4
9
6
9
人
）の
約
半
分
で
し
た

が
、
阪
和
電
鉄
開
通
後
の
昭
和
6
年
度
に
は

39
万
1
1
4
3
人
と
箕
島
駅
（
36
万
2
6
8
1

人
）・
日
方
町
駅
（
35
万
3
6
1
4
人
）を
抜
き

首
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
や
東
和
歌
山
駅
は

ひ
な
び
た
ロ
―
カ
ル
駅
で
は
な
く
、
阪
和
東
和

歌
山
駅
を
合
わ
せ
れ
ば
年
間
乗
客
100
万
人
を
超

す
県
下
第
2
の
タ
―
ミ
ナ
ル
駅
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

山
東
軽
便
鉄
道
か
ら
和
歌
山
鉄
道

　

大
正
13
年
2
月
の
紀
勢
西
線
開
通
以
来
、
乗

客
減
に
苦
し
ん
で
き
た
山
東
軽
便
鉄
道
に
と
っ

て
は
、
市
電
の
東
和
歌
山
駅
延
長
も
呼
び
込
ん

だ
阪
和
電
鉄
は
ま
さ
に
救
世
主
で
し
た
。

　

昭
和
5
年
に
は
山
東
軽
便
東
和
歌
山
駅
の

乗
客
数
は
10
万
2
5
8
9
人
と
前
年
の
昭
和

4
年
（
4
万
5
2
5
8
人
）か
ら
倍
増
し
、
山

東
軽
便
全
体
で
も
46
万
7
1
7
2
人
と
前
年

（
33
万
1
1
6
2
人
）の
41
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
5
年
6
月
16
日
の
阪
和
電
気
鉄
道
全
線

開
通
の
少
し
前
、
昭
和
5
年
3
月
2
日
に
山
東

―
貴
志
間
6.1
㎞
の
工
事
着
手
届
け
を
鉄
道
省
が

受
理
し
て
い
ま
す
。
山
東
軽
便
鉄
道
が
大
正
12

年
5
月
12
日
の
山
東
―
貴
志
間
延
長
線
敷
設
免

許
の
取
得
以
来
、
毎
年
出
さ
れ
て
い
た
延
期
願

い
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

　

阪
和
電
鉄
の
開
業
後
よ
う
や
く
山
東
軽
便
も

乗
降
客
数
が
増
加
に
転
じ
た
と
は
い
え
、
平
坦

な
東
和
歌
山
駅
―
山
東
駅
と
は
異
な
り
、
急
峻

な
永
山
川
の
渓
谷
を
登
り
、
大
池
に
橋
を
架
け

ね
ば
な
ら
な
い
延
長
工
事
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
6
年
4
年
25
日
付
け
で
延
長
線
工
事

費
に
充
当
す
る
た
め
45
万
円
の
増
資
を
鉄
道

省
に
申
請
し
て
い
ま
す
。
も
と
の
資
本
金
は

30
万
円
で
し
た
。
4
月
30
日
に
は
社
名
変
更

届
け
も
受
理
さ
れ
、
増
資
が
許
可
さ
れ
た
5

月
4
日
に
は
「
山
東
軽
便
鉄
道
」と
い
う
ロ
―

カ
ル
色
豊
か
な
社
名
か
ら
「
和
歌
山
鉄
道
」と

い
う
ス
ケ
―
ル
の
大
き
な
名
称
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
延
長
線
は
社
運
を
賭
け
た
大
事
業

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

山
東
―
貴
志
間
の
延
長
工
事
の
金
策
に
も
触

れ
て
い
る
昭
和
6
年
2
月
26
日
付
の
東
和
歌
山

駅
―
和
歌
山
市
駅
間
の
延
長
工
事
の
延
期
願
い

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
昭
和
6
年
3
月
8
日
ま
で
に
申
請
す
べ
く
努

力
仕
候
得
共
、
経
済
の
不
振
益
々
深
刻
化
し
目

下
施
行
の
真
最
中
た
る
山
東
貴
志
間
の
延
長
線

の
工
費
金
も
苦
辛
惨
憺
の
結
果
漸
く
此
節
に
至

り
調
達
致
し
た
る
次
第
に
し
て
・
・
・
現
今
営

業
状
態
稍
々
安
定
の
曙
光
を
認
む
る
に
至
り
た

る
当
社
の
経
営
・
・
・
再
三
の
延
長
誠
に
恐
縮

に
存
候
得
共
右
事
情
御
洞
察
の
上
向
ふ
壱
カ
年

間
」延
期
云
々
と
あ
り
ま
す
。
昭
和
6
年
10
月

12
日
付
け
で
「
工
事
施
行
認
可
申
請
期
限
延
期

ノ
件
聴
届
ケ
難
シ
」と
却
下
さ
れ
、
和
歌
山
市

駅
へ
の
延
長
線
の
鉄
道
敷
設
免
許
を
失
効
し
ま

し
た
が
、
阪
和
電
鉄
開
通
後
の
東
和
歌
山
駅
の

繁
栄
と
貴
志
ま
で
の
延
長
工
事
に
全
力
を
傾
注

し
て
い
る
現
状
か
ら
、
却
下
前
に
は
市
駅
延
長

を
断
念
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

工
事
開
始
よ
り
3
年
半
経
過
し
た
昭
和
8
年

8
月
18
日
に
よ
う
や
く
伊
太
祈
曽
駅
（
旧
山
東

駅
）―
貴
志
駅
間
の
延
長
路
線
の
営
業
開
始
を

実
現
し
ま
し
た
。

　
本
記
事
は『
和
歌
山
県
統
計
書
』各
年
版
、
仁
井
田
南

陽
、
加
納
諸
平
他
『
紀
伊
続
風
土
記
』、
南
海
電
気
鉄
道

（
株
）『
南
海
電
気
鉄
道
百
年
史
』、
竹
田
辰
男
『
阪
和
電

気
鉄
道
史
』、「（
元
山
東
軽
便
鉄
道
）和
歌
山
鉄
道
」（
鉄

道
大
臣
官
房
文
書
課
書
類
編
纂
『
鉄
道
省
文
書
』よ
り
）

等
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

 （
森
脇 

義
夫
）

⑬勤務中のたま駅長（旧駅舎当時の貴志駅改札口 ）

⑭野鳥の楽園「平池」（甘露寺前駅 南150m）

⑮不動谷の道標
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今
年
度
の
古
文
書
講
座
は
『
紀
州
家
中
系
譜

並
に
親
類
書
書
上
げ
（
上
）』の
発
行
を
記
念
し

て
、
系
譜
や
由
緒
書
等
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ

い
て
、
例
年
の
通
り
遊
佐
教
寛
研
究
員
が
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
文
書
に
示
さ
れ
た
当
時
の
時
代
背

景
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
し
た
。

　

各
回
の
講
座
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
入
門
・
初
級
者
向
け
」講
座
に
は
、
延
べ

二
〇
五
名
、「
初
級
・
中
級
者
向
け
」は
、
延
べ

二
九
四
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

●
「
な
ん
で
か
な
？
」
と

思
っ
て
い
た
小
さ
な
疑
問

も
こ
の
講
座
で
解
け
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

●
先
祖
書
、
親
類
書
の

ル
ー
ル
が
判
っ
て
く
る
と
、

つ
っ
か
え
た
文
字
も
想
像

で
き
る
よ
う
に
な
り
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
漢
字

の
パ
ー
ツ
の
く
ず
し
方
も

少
し
蓄
積
が
増
え
て
嬉
し
い
。

●
小
さ
い
頃
か
ら
書
道
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

和
歌
な
ど
を
展
覧
会
で
見
か
け
て
も
全
然
読
め

ま
せ
ん
。
勉
強
す
る
方
法
は
何
か
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
処
、
去
年
こ
の
講
座
を
知
り
通
い

始
め
ま
し
た
。

●
古
文
書
の
読
み
解
き
だ

け
で
は
な
く
時
代
背
景
、

古
文
書
の
周
辺
の
文
献
か

ら
広
く
説
明
い
た
だ
き
理

解
し
易
く
興
味
深
か
っ
た
。

●
い
つ
も
筆
書
き
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
昔

の
人
の
い
き
い
き
と
し
た

筆
使
い
は
も
の
す
ご
く
魅

力
的
で
す
。

●
過
去
３
回
程
古
文
書
講
座
を
受
講
し
て
い
ま

す
が
今
回
の
講
座
で
は
以
前
に
増
し
て
古
文
書

の
読
解
力
が
高
く
な
っ
て
た
様
に
感
じ
て
う
れ

し
く
思
っ
た
。

■
利
用
方
法

◆
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必
要

な
資
料
、文
書
等
を

検
索
し
、閲
覧
申
請

書
に
記
入
の
う
え
受

付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30
分

前
ま
で
で
す
。

◆
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間 

　
　
◆
火
曜
日
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
◆
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日 

◆
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と

　
　
　
　
　

き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

◆
年
末
年
始　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◆
館
内
整
理
日

 　

・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

 　

・
２
月
～
12
月 
第
２
木
曜
日

（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

 　

・
特
別
整
理
期
間　

10
日
間
（
年
１
回
）

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◆
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
20
分

◆
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

  

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
32
号

平
成
23
年
11
月
30
日　

発　

行

編
集
・
発
行　
和
歌
山
県
立
文
書
館

〒
六
四
一

－

〇
〇
五
一

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七

－

三
八

 　
　
　
　
　
　

き
の
く
に
志
学
館
内 

電　
話　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
一

印　
刷　
株
式
会
社
ウ
イ
ン
グ

文
書
館
の
利
用
案
内

平
成
二
十
三
年
度 

古
文
書
講
座

  「
初
級
・
中
級
者
向
け
」ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

 「
入
門
・
初
級
者
向
け
」ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

入
門
・
初
級
者
向
け

  　
　
　

藩
士
由
緒
書
き
の
見
方
・
読
み
方

初
級
・
中
級
者
向
け

  　
　
　

藩
士
の
日
常
―「
願
い
達
し
留
め
」

第
１
回　
先
祖
書
き

７
月
23
日（
土
）

第
２
回　
系
譜

７
月
30
日（
土
）

第
３
回　
親
類
書
き

８
月
６
日（
土
）

第
１
回　
寺
が
軽か

る

業わ
ざ

興こ
う

行ぎ
ょ
う

７
月
23
日（
土
）

第
２
回　
離
縁
し
た
母
を
慕し

た

い
７
月
30
日（
土
）

第
３
回　
跡
片
付
け
は
御
暇い

と
ま

を
と
っ
て

８
月
６
日（
土
）

第
４
回　
帰
着
の
時
病
の
母
は

８
月
20
日（
土
）

第
５
回　
妻
幼
少
に
つ
き

８
月
27
日（
土
）


